
２０２１年８月１５日 主日礼拝 
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美             聖歌３９７番「とおきくにや」 

（主に向かって喜び歌おう） （聖霊の主よ） 

主の祈り 

 

   聖  書  ①②                                                                                      マタイによる福音書９章９～１３節 (P１２) 

                                                                                       ③                                                                   コリント人への第一の手紙１章３～９節 (P２５６)                                                                          

 

音  楽                                               聖歌隊＆オーケストラ(Ｖ）  

 

メッセージ   ①②                  「立ちあがったマタイ」        佐々木智行副牧師   

                ③        「あなたの戦争は終わっていますか」 大川従道主任牧師 

                                

賛  美                                                  「すみよりも黒き心なれど」(聖４５８) 献金 

頌  栄                    「み手の中ですべては変わる」 アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆本日は「終戦記念日」です。戦いのない国をつくり、世界平和を祈りましょう。 

  「平和をつくり出す人たちは、幸いである。彼らは神の子と呼ばれます。」（マタイ５の９） 

・ 本日、学生青年ワーシップはバイブルスタディに変更、J.Plus（青年・学生・中高生会）、 

ＺＯＯＭモーセ会（１４時）。参加希望者はスタッフまでお知らせ下さい。 

 

* 今週も祈祷会を大切に！        ①水曜夜７時 ②木曜朝１０時半 説教は小林副牧師。 

・ 「英語礼拝」は土曜１４時。森チャペルにて、予約制。日本語通訳あり。 

☆岡村さん、米国留学。明日出発。主の守りと祝福をお祈り下さい。 

  オカムラ宣教師も明日から２６日まで米国生活。主の助けを祈ります。 
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石の枕  
  

先日、スコットランド初の金メダルを取った「エリック・リデル」のすばらしい信仰の 
物語をお伝えした。忘れた人は、『炎のランナー』という映画を御覧なさるとよい。 
スポーツの世界で、これだけの証詞を身をもって語ったのは彼が史上ナンバーワン 
かもしれない。 
 フランスはパリにおけるオリンピックの１００ｍ競争に選ばれていたが、その日が 
日曜日であったので、お断りをした。それは国中のショックであった。理由は、 
日曜日は「主の日・礼拝の日」として守るべきと信じていたからである。 
 友人が４００ｍ競争を代わってくれて、なんと６万人の観衆の前で走り抜き 

世界新記録で優勝した。マスコミは、以前「裏切り者」と呼んでいたのに、 
いっせいに「英雄」として賛辞を贈った。 
 彼は、キリストへの全き献身の道を守り、召命に従い、毎週どこかでメッセージを 
伝え続けていた。「皆さん！人生で何か物足りない気がするのは、最高のものを 
求めていないからです。愛と忠誠を尽くすだけの価値のある方を紹介します。 
それはイエス・キリストです！」 
 彼は１９２５年、主の召しに従い中国宣教に旅立った。戦争が始まって、 
日本軍が中国に侵略し、天津を支配した。エリックの生活は一変し、収容所に 

入れられ、狭い場所で、汚れ、悪臭、飢え、痛みとの戦いが激しかった。 
 しかし、エリックの生活で変わらなかったのは、早朝の祈りの時であった。エリックは 
神との個人的な関係をもち、神にすべてを明け渡していた。正直、純潔、 
他者第一、愛という４つの信条と行動の上に、彼の生涯は建てられていた。 
 エリックは、その収容所の中で聖書を語り続け、宣教師の使命を全うし、多くの 
捕虜たちを救いに導いた。そして、最後は「明け渡し完了」と言って天に召されて 
いった。見送った捕虜の中に、やがて日本の宣教師になったスティーブ・メティカフ 
少年がいた。敵を愛し、赦した「小メシアの物語」である。 

 主日礼拝を厳守すると同時に大切なことは、収入の十分の一（什一献金）を 
主に献げることである。マラキ書３章８～１０節。「主のものを盗んではいけない。 
これをもって、わたしが天の窓を開いて、あふるる恵みを、あなたがたに注ぐことを 
見なさい」と主は言われる。コロナ禍後のリバイバルを期待する者は、これらのことを 
心にとどめて前進いたしましょう。 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ローマ１４章～Ⅰコリント３章 Bコース：詩篇１０３篇～１１９篇 


